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生する薬用植物であるCymbopogon schoenanthus、Crithmum maritimum、 Arthrophytum scoparium、 
Artemisia herba-alba、 Rhanterium suaveolens を用いた。抗ストレスのスクリーニング実験ではいく
つかのストレッサーを用い、HSP（Heat Shock Protein）47 プロモーター導入細胞とヒト由来神経細胞
である SH-SY5Y 細胞における影響を調べた。５種類のチュニジア産薬用植物処理により、熱ストレス処
理（42 ℃、90 分）後の HSP47 プロモーター導入細胞において HSP 反応が有意に減少した。さらに、酸
化ストレス（H2O2）処理後の神経細胞においてはストレスマーカーである HSP27、HSP70、HSP90 の
mRNA 発現が増加した。しかし、Cymbopogon schoenanthus 処理により、酸化ストレス処理後の神経細
胞において著しい神経細胞保護効果が見られ、HSP27 及び HSP90 の mRNA 発現が有意に減少すること
が確認された。 
Cymbopogon schoenanthus 処理の抗ストレス効果の検証を行うために、２種類の異なるストレッサー









ィーによる成分分析を行った。その結果、Cymbopogon schoenanthus の主成分として没食子酸 (Gallic 
acid, GA)、フェルラ酸 (Ferulic acid, FA)、トランス-桂皮酸 (Trans-cinnamic acid, TA)等が多く含まれ
ることを見出した。その成分を用いて抗ストレス活性の確認を行った結果、酸化ストレス（H2O2）処理後
の神経細胞において GA、FA、TA 処理により、神経細胞保護効果を始め、活性酸素種（ROS）の低下、
細胞内 ATP 産生の促進効果が確認された。 
本研究は、薬用植物である Cymbopogon schoenanthus の抗ストレス効果およびストレス性疾患の予防











対する Cymbopogon schoenanthus の有用性・安全性を分子・細胞・モデルマウスレベルで初めて検証し
た。今後、本研究が薬用植物の抗ストレスに関する機能性食品の研究・開発に大いに貢献することが期待
できる。 
平成２６年５月２０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及び最終試
験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。その結果、審査委員全
員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（学術）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
